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　今年は、宮沢賢治生誕120周年の年です。詩、童話、音楽、

農業、鉱物、天文学、宗教…、宮沢賢治には引出しがたく

さんあります。こうして羅列するとバラバラに切取られた印

象がありますが、生誕100周年の年に訪れた花巻で、羅
ら

須
す

地
ち

人
じん

協会（現在の花巻農業高校内）、宮沢賢治記念館、イー

ハトーブ館、供養地のある身照寺などを巡り、賢治祭で鹿
しし

踊
おど

りを観たときには不思議なことに自分の中で「賢治の世界」

が統合されていきました。

　「旅行はちょっと…」という方には、区内の上池袋さくら

公園（上池袋図書館前）にある梟の像をご紹介します。台

座には賢治の童話「二十六夜」に登場する梟の僧が説法する

「疾
しつ

翔
しょう

大
たい

力
りき

」が刻まれ「世界がぜんたい幸福にならないうち

は個人の幸福はありえない」と記されています。「市の鳥」

に梟を定めている岩手県花巻市から寄贈されたものです。

　また、11月19日（土）午後2時～あうるすぽっと会議室で

宮
みや

川
がわ

健
たけ

郎
お

先生による「宮沢賢治、明日を開くことば」の講演

会を開催します。第二部では東京音楽大学の学生さんによ

るチェロの演奏があり、宮沢賢治作詞作曲の「星めぐりの歌」

も演奏していただきます。どうぞ、賢治の世界をお楽しみ

ください。

　

一
九
五
三
年
、
山
口
県
生
ま
れ
。『
に
ゃ
ー
ご
』『
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

『
お
っ
ぱ
い
』
な
ど
を
は
じ
め
、
三
十
年
以
上
絵
本
や
児
童
書
の
編
集
に
か

か
わ
り
な
が
ら
、
保
育
園
、
小
学
校
、
寺
院
、
書
店
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
の

実
践
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
絵
本
専
門
士
。
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私
が
育
っ
た
山
間
の
寒
村
で
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
近
く
に

図
書
館
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
図
書
館
ら
し
き
も
の

に
触
れ
た
の
は
小
学
校
の
1
年
生
。
学
校
の
図
書
室
で
し
た
。

し
か
し
、
図
書
室
の
利
用
手
続
き
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
、

う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
か
の
拍
子

に
本
を
借
り
た
も
の
の
、
返
却
の
仕
方
が
分
か
ら
ず
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
督
促
を
受
け
、
結
局
、
兄
に
返
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
、
図
書
室

で
本
を
借
り
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
校
生
の
と
き
は
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た
の
で
、
毎

月
奨
学
金
を
受
け
取
っ
た
日
は
書
店
に
行
き
、
気
に
入
っ
た
本

を
買
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
本
な
ら
返
す
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
図
書
館
の
、
あ
の
複
雑
な
（
？
）
手
続
き
が
無
用

で
す
。
本
来
な
ら
、
学
費
の
足
し
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
奨

学
金
を
書
籍
代
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

か
よ
う
に
、
図
書
館
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
児
童
書
の

編
集
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
い
る
と
、
ど
ん
な
作
家
が
ど
ん
な

作
品
を
書
い
て
い
る
か
、
ど
ん
な
画
家
が
ど
ん
な
絵
を
描
い
て

い
る
か
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
も
の
は
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な

本
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
作
品
の
背
景
な
ど
を

知
る
た
め
に
、
複
数
の
資
料
に
あ
た
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
資
料
本
を
す
べ
て
買
い
そ
ろ
え
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
図
書
館
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

先
日
も
、
調
べ
物
を
す
る
た
め
に
図
書
館
に
行
っ
た
も
の
の
、

ど
の
棚
を
調
べ
て
よ
い
の
か
見
当
が
つ
か
ず
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
想
定
外
の
も
の
ま

で
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
か
つ
て
、
百

科
事
典
で
調
べ
て
い
る
と
、
関
連
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
調
べ
る
と
ま
た
関
連
項
目
。
手
に
負
え
な
く
な
っ
て
、

元
に
戻
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
が
ま
さ
に
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い

い
感
じ
で
広
が
り
、
い
い
と
こ
ろ
で
収
束
し
ま
す
。
生
き
た
図

書
館
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
、
借
り
る
こ
と
は

少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
利
用
は
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
図
書
館
は
苦
手
！
…
だ
っ
た
」

9

　 広 が る「 賢 治 の 世 界 」　

　

石
牟
礼
道
子
著
『
苦
海
浄
土
』
全
三
部
を
一
冊
に
ま
と
め
た
完
全

版
が
、
藤
原
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
六
セ
ン
チ
の
厚
み
、
黒
い
カ

バ
ー
は
ど
こ
と
な
く
聖
書
を
連
想
す
る
。
実
際
、
戦
後
の
文
学
の
中

で
も
と
り
わ
け
壮
大
な
、
聖
な
る
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

︿
魚
は
天
の
こ
れ
ら
す
も
ん
で
ご
ざ
す
。
天
の
く
れ
ら
す
も
ん
を
、

た
だ
で
、
わ
が
要
る
と
思
う
し
こ
と
っ
て
、
そ
の
日
を
暮
ら
す
。／

こ
れ
よ
り
上
の
栄
華
の
ど
こ
に
ゆ
け
ば
あ
ろ
う
か
い
﹀

　

古
来
、
豊
か
な
海
と
暮
ら
し
て
き
た
漁
民
た
ち
を
奈
落
の
底
に
突

き
落
と
し
た
、
熊
本
県
水
俣
湾
の
水
銀
汚
染
。
高
度
成
長
期
に
発
生

し
た
水
俣
病
の
悲
惨
を
世
界
に
広
め
た
本
作
は
、
や
が
て
︿
チ
ッ
ソ

の
人
の
心
も
救
わ
れ
ん
限
り
、
我
々
も
救
わ
れ
ん
﹀
と
の
境
地
に
至

る
水
俣
や
天
草
の
人
々
の
気
高
い
魂
を
、「
浄
瑠
璃
の
よ
う
に
」（
著

者
）
う
た
う
、
叙
事
詩
の
よ
う
な
長
編
で
あ
る
。

　

第
一
部
「
苦
海
浄
土
」
が
１
９
６
９
年
に
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
当
初
は
、
現
地
に
暮
ら
す
無
名
の
詩
人
に
よ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

と
い
っ
た
体
裁
の
単
行
本
と
さ
れ
て
い
た
。
第
一
回
大
宅
壮
一
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
に
選
出
さ
れ
る
が
、
著
者
は
受
賞
を
辞
退
し
て
い

る
。
第
二
部
よ
り
先
に
、
第
三
部
「
天
の
魚
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は

74
年
。
チ
ッ
ソ
側
と
患
者
達
の
座
り
込
み
現
場
で
の
一
問
一
答
や
、

国
へ
の
陳
情
書
な
ど
が
多
数
引
用
さ
れ
、
記
録
と
し
て
の
価
値
も
高

い
が
、抒
情
的
な
膨
ら
み
も
そ
れ
に
勝
る
ほ
ど
強
ま
る
。
そ
し
て「
人

間
と
は
」
を
よ
り
深
々
と
問
う
第
二
部
「
神
々
の
村
」
が
完
成
し
た

の
は
30
年
後
の
２
０
０
４
年
。「
石
牟
礼
道
子
全
集
・
不し
ら
ぬ
ひ

知
火
」（
全

17
巻
、
藤
原
書
店
）
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

す
で
に
河
出
書
房
新
社
の
「
池
澤
夏
樹
個
人
編
集
・
世
界
文
学
全

集
」
に
三
部
作
ご
と
収
録
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
今
回
の
藤
原
書

店
の
完
全
版
に
は
、
水
俣
病
と
共
に
歩
ん
だ
医
師
の
原
田
正
純
、
作

家
・
渡
辺
京
二
、
生
命
科
学
者
・
中
村
桂
子
氏
ら
７
人
の
解
説
も
収

録
。
作
品
の
意
義
を
て
い
ね
い
に
補
強
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
編
集
者
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
る
。

　

読
み
や
す
く
開
き
や
す
い
上
製
の
本
が
四
二
〇
〇
円
。
儲
け
は
な

い
だ
ろ
う
。
比
類
な
い
文
化
遺
産
を
ど
う
し
た
ら
後
世
へ
手
渡
せ
る

か
。
考
え
尽
く
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
入
魂
の
一
冊
に
圧
倒
さ
れ
た
。

 

（
読
売
新
聞
編
集
委
員
）

『
苦く

が
い海

浄じ
ょ
う
ど土

』
を
後
世
に
伝
え
る

尾
崎　

真
理
子
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　都内でも有数の混雑した通勤電車で、彼を見
分けることができるのはなぜか。こたえは単純、

“本”だ。いつでも本を読んでいる。スマホ全
盛のご時勢に、いったい何人が本をひろげてい
るのだろう、一両の電車に。かく言うわたしも、
その少数派の一人、だから、本を読んでいる人
を見かけるとうれしくなる。ちょっとした仲間
意識に近いか。剣豪の果し合いに息を呑み、愛
し合う二人の今生の別れに涙がこぼれる。気の
利いたジョークに肩をふるわせて笑いをこら
え、極上のミステリーのトリックに満足のため
息。殺伐とした電車の車内でもわたしには楽し
める本がある。なんて幸せなんだろう。
　彼が手にしているのは、本屋さんのカバーが
かかっている本のときもあるが、たいていは図
書館の本だ。ドアの右側に立っているから、バー
コードラベルがよく見える。図書館の蔵書に貼
るバーコードラベルは、本の背を左側に置いた
ときの左下だ。そこに情報や人物の顔がある場
合は別だが。たまにあるのだ、図書館員泣かせ

の本が。これでもか、というほど表紙や裏表紙
を問わず情報を盛り込み、写真を詰め込んで 
いる。そんなときは、ラベルを貼る位置に気を
使う。
　（あ、あの本！）今日持っているのは、先日
の選書で検討した本だ。
　「今週は、小説少ないですね」「もう少し小説
買いたいんです。でもこの著者の本、区内に所
蔵していないし、未知数ですよね」「抄録読むと、
この近所が舞台みたいですよ。ためしに購入し
てみましょうか」そんな検討の末購入した本だ。
よかった、さっそく貸し出されている。おもし
ろいらしい、集中して読んでくれている。
　（あ、気付かれちゃった？）わたしの手にして
いる本を見てにこっとする。わたしも、（楽し
んでくださいね）の思いをこめて会釈をかえす。

　なんてことが、あったりしてね……そんな想
像をしながら、わたしは今日も、図書館への道
を歩いている。

池袋図書館図書館奉仕員（司書）

（ あ あ、 今日もいる ）
■『ストラクチャード
　　　ファイナンス入門』
　大垣尚司／著
　日本経済新聞社　
　1997年　

豊島区副区長

宿
やど

本
もと

　 尚
しょう

吾
ご

平成5年旧建設省入省。国土交通省住
宅局住宅ストック活用・リフォーム推進
官などを経て、平成28年4月より現職。

❦ 今回のテーマ�❦

トキワ荘のマンガ
書名  『トキワ荘　最後の住人の記録　若きマンガ家たちの青春物語』
山内ジョージ／著　東京書籍　2011年
　「さあ、行こう！」。石ノ森章太郎のひと声で原稿をほっぽり出し、石ノ森、アシスタ
ントの長田、著者の３人はトキワ荘を飛びだした。締め切りに追われてもなんのその
で、駆け足で映画館へ。映画は、漫画の構成や表現の参考になる。食費を削っても、
漫画家たちは音楽、芝居、映画をがむしゃらに詰め込んでいたようだ。トキワ荘では、
締切りに間に合わなくなると編集者らもみな協力して作品を仕上げていたという。
石ノ森が転居して3ヶ月後、石ノ森と赤塚の制作を手伝ってきた著者もトキワ荘を
あとにし、そこにはもう誰もいなくなった。石ノ森の婚約話や赤塚のギャグ「シェー」
の誕生など、知られざる話が満載の回想録。� 【酒井 一夫（さかい かずお）】

書名  『これでいいのだ ─ 赤塚不二夫自叙伝』
赤塚不二夫／著　文春文庫　2008年
　赤塚不二夫は、『天才バカボン』など数々のヒット作を世に送り、水木しげるや
手塚治虫らと共に昭和を代表する漫画家のひとりである。本書のサブタイトルに
は自叙伝とあるが、壮絶な苦労を重ねながら戦中～戦後と自分を懸命に育てて
くれた両親への感謝が綴られている。「自分が今ここにいるのは二人がいたから」
という思いと辛い戦争の記憶を、赤塚は自叙伝という形で表現した。「家族愛溢

あふ

れ
る昭和」がここにある。
� 【古清水 厚 （こしみず あつし）】

書名  『ジャングル大帝　手塚治虫文庫全集』
手塚治虫／著　講談社 　2009年
　コマを追いつつ文字を読み、絵を見るマンガ。これを読むのはホントに疲れる。文
字だけあれば充分で、「あとは想像させてください」と思ってしまう。私はかつて、左右
の目の色が違うオッドアイの白猫を飼っていた。名前は「令央（レオ）」（享年15歳）。そ
の名のついた作品を読んでみると、そこには驚

きょう

愕
がく

の世界が待っていた!!　妻のため
に命を落とす。ライオンがパンツを穿

は

く。動物が人間の言葉を喋
しゃべ

る。作品が表現する
のは、繰り返される歴史の寓

ぐう

話
わ

。コマのひとつひとつからもいろいろな過去と未来を
想像できるのが、手塚作品の魅力だ。� 【砂塚 寛子 （すなづか ひろこ）】

図 書 館 と 私　�
生涯の一冊

（41）

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。人類学者佐藤壮広氏のご指導
をいただきながら、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

８
杯
目

　2020年、マンガの聖地「トキワ荘」が復元・公開されることが決まり 
ました。トキワ荘は、手塚治虫、石ノ森章太郎、赤塚不二夫らのちの大物
作家たちが出入りし、創作した場所です。そこでの人間模様は小説にも 
マンガにもなっています。マンガ作品を楽しむも良し、トキワ荘の物語を
味わうも良し。クールジャパンのアニメを生み出す現場となった豊島区 
椎名町・南長崎は、今や日本のマンガ文化の聖地です。

　

私
の
性
格
な
の
か
、
仕
事
柄
な
の
か
、
仕
事
に
関
す
る
本

を
読
む
機
会
は
多
い
の
で
す
が
、「
生
涯
の
一
冊
」
と
な
り

ま
す
と
、
ピ
ン
と
来
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、

公
務
員
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
記
憶
に
残
っ
て
い

る
一
冊
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
で
ご
容

赦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
入
門

（
大
垣
尚
司
、
日
本
経
済
新
聞
社
）」
と
い
う
本
で
す
。
ま
だ
、

金
融
規
制
が
厳
し
か
っ
た
時
代
の
話
に
な
り
ま
す
。
金
融
自

由
化
の
一
環
と
し
て
、
旧
建
設
省
で
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
証
券

化
」
の
仕
組
み
を
創
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
金
融
と
い
う

分
野
は
、
そ
れ
ま
で
の
旧
建
設
省
の
仕
事
と
も
全
く
異
な
る

も
の
で
し
た
が
、「
金
融
工
学
と
言
う
の
だ
か
ら
、
高
校
で

微
分
積
分
を
学
ん
だ
技
官
で
あ
れ
ば
多
少
は
理
解
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
本
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　

大
垣
氏
の
著
書
は
全
て
そ
う
な
の
で
す
が
、
事
例
含
め
、

分
か
り
や
す
い
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
初
心
者
で
あ
っ
て

も
根
気
さ
え
あ
れ
ば
、
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、こ
の
本
だ
け
で
な
く
、金
融
業
界
の
様
々
な
方
々

の
協
力
も
あ
り
、
現
在
で
は
金
融
自
由
化
の
中
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
証
券
化
市
場
は
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

前
例
の
な
い
仕
事
を
実
現
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
、
自

信
が
つ
い
た
公
務
員
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
経
緯
で
す
の
で
、「
生
涯

の
一
冊
」
と
言
っ
て
も
、
現
在
読
み
返
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
仕
事
の
進
め
方
や
発
想
の
方
法
に
つ
い
て
、
参
考

に
し
て
い
る
本
は
別
に
あ
り
、
今
後
、「
生
涯
の
一
冊
」
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
も
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
は
、「
ヤ
バ
い
経
済
学
」「
超
ヤ
バ
い
経
済
学
」「
ヤ
バ

す
ぎ
る
経
済
学
」（
い
ず
れ
も
Ｓ
・
Ｄ
・
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
、
Ｓ
・
Ｊ
・

ダ
ブ
ナ
ー
共
著
、
望
月
衛
翻
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
す
。

「
経
済
学
」
と
称
し
て
い
る
の
で
す
が
、
王
道
の
経
済
学
で

は
な
く
、
日
常
の
疑
問
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し
、

極
め
て
現
実
を
直
視
し
た
課
題
解
決
の
方
法
を
提
示
す
る
と

い
う
本
で
す
。
公
務
員
以
外
の
方
に
役
立
つ
か
は
不
明
で
す

が
、
公
務
員
の
方
に
は
、
新
し
い
行
政
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
と
し
て
、お
薦
め
し
た
い
一
冊
（
三
冊
？
）
で
す
。

「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
冊
」

※手塚治虫の「塚」は、正しくは点があります。石ノ森章太郎の「ノ」は、正しくは小文字です。
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二
〇
〇
六
年
六
月
に
誕
生
し
た
立
教
大
学
の
江

戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
十
周

年
を
迎
え
た
。
名
称
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
同

セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
二
年
二
月
同
大
が
隣
接
す
る

旧
江
戸
川
乱
歩
邸
を
乱
歩
の
蔵
書
資
料
、
自
筆
原

稿
、
書
簡
な
ど
と
と
も
に
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
大

衆
文
化
研
究
の
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
ア
メ
リ

カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
立
ボ
ー
リ
ン
グ･

グ
リ
ー
ン
大

学
に
一
九
六
八
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
有
名
で
、

季
刊
の
機
関
誌
「
大
衆
文
化
」（P

opular 
C

ulture

）
を
発
行
し
て
い
た
ほ
か
、
出
版
局
の

P
opular P

res

か
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
、
Ｓ
Ｆ
、

ホ
ラ
ー
関
係
の
研
究
書
を
数
多
く
刊
行
し
て
い
た
。

ま
た
、
研
究
分
野
も
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
だ
け
で
な

く
、
映
画
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
収
集
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
は
、
現
在
も
同
大
学
の
ブ
ラ
ウ
ン･

大

衆
文
化
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
活
動
は
同
大
学
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
な
ど
で

も
明
ら
か
で
な
い
。

　

そ
う
い
う
中
で
、

立
教
大
学
の
大
衆

文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
が
創
立
十
周
年

を
迎
え
、
乱
歩
邸

の
学
術
調
査
員
と

し
て
落お
ち

合あ
い

教た
か

幸ゆ
き

研

究
員
を
置
く
と
と

も
に
、横
断
的
な
研
究
成
果
を
掲
げ
る
機
関
誌「
大

衆
文
化
」
も
十
五
号
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
こ

と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

　

さ
て
、
乱
歩
は
、
初
期
の｢

二
銭
銅
貨
」、｢

心

理
試
験
」、「
屋
根
裏
の
散
歩
者
」、｢

人
間
椅
子
」、

「
人
で
な
し
の
恋
」、「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
な
ど

優
れ
た
短
編
や
『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』、『
陰
獣
』

な
ど
上
質
の
中･

長
編
を
書
い
た
後
、『
孤
島
の

鬼
』、『
蜘く

蛛も

男
』、『
黄
金
仮
面
』
な
ど
の
通
俗
長

編
を
相
次
い
で
執
筆
し
て
絶
大
な
人
気
を
集
め
、

ま
た
、
少
年･

少
女
向
け
の
『
怪
人
二
十
面
相
』

シ
リ
ー
ズ
な
ど
で
多
く
の
若
者
の
心
を
捉
え
た
。

　

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
中
は
、
探
偵
小
説
は
英

米
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
文
学
に
つ
な
が
る
と

し
て
、
軍
部
か
ら
「
敵
性
文
学
」
扱
い
さ
れ
、
乱

歩
も
事
実
上
執
筆
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

だ
が
、
乱
歩
の
探
偵
小
説
へ
の
情
熱
は
少
し
も

衰
え
る
こ
と
は
な
く
、
名
古
屋
在
住
の
ミ
ス
テ
リ

ー
評
論
家
の
井
上
良
夫
と
海
外
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に

つ
い
て
、
頻
繁
に
長
文
の
手
紙
の
や
り
取
り
を
し

て
い
た
。
終
戦
間
近
の
昭
和
十
八
年
に
は
乱
歩
側

の
手
紙
だ
け
で
原
稿
用
紙
換
算
で
三
百
枚
も
出
し

て
い
た
と
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
で
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
長
い
間
の
研
究
と
思
索
の
成
果
が
戦

後
、『
幻
影
城
』
や
『
続･

幻
影
城
』、『
海
外
探

偵
小
説
作
家
と
作
品
』
な
ど
の
評
論
集
に
見
事
に

結
実
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
研
究
・
評
論
の

背
後
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
旧
乱
歩
邸
を
訪
れ
た

人
が
自
分
の
目
で
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
膨
大
な
内
外
の
資
料
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新し
ん

保ぽ

博ひ
ろ

久ひ
さ･

山や
ま

前ま
え

譲
ゆ
ず
る

共
編
の
『
幻
影
の
蔵 

江

戸
川
乱
歩
探
偵
小
説
蔵
書
目
録
』（
二
〇
〇
二
年
）

は
、
乱
歩
邸
が
公
開
さ
れ
る
前
に
十
年
の
歳
月
を

か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
労
作
だ
が
、
こ
の
中
で
、

山
前
譲
は
作
家
か
ら
評
論
家
、
研
究
者
に
変
貌
を

遂
げ
た
戦
後
の
乱
歩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

　
「
や
は
り
、
戦
後
の
乱
歩
は
評
論
家
で
あ
り
、

研
究
者
で
あ
っ
た
」、「『
探
偵
小
説
四
十
年
』
の

一
枚
の
写
真
が
印
象
的
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
の

項
に
あ
る
仕

事
部
屋
で
の

乱
歩
を
撮
っ

た
も
の
だ
。

戦
争
中
か
ら

土
蔵
で
は
仕

事
を
し
て
い

な
か
っ
た
。

土
蔵
の
手
前
に
あ
る
部
屋
が
仕
事
部
屋
に
な
っ
た

の
だ
が
、
周
囲
の
書
棚
は
参
考
書
や
事
典
な
ど
の

資
料
で
一
杯
で
あ
る
。
奧
に
は
今
も
残
る
写
真
整

理
用
の
引
き
出
し
が
見
え
る
。
こ
れ
は
作
家
の
仕

事
場
で
は
な
く
、
研
究
者
の
仕
事
場
で
あ
る
」

　

こ
の
よ
う
に
、
膨
大
な
資
料
を
基
に
長
い
時
間

を
か
け
て
独
自
の
考
え
を
ま
と
め
た
評
論
だ
け
に
、

『
幻
影
城
』の「
探
偵
小
説
の
定
義
と
類
別
」や
、『
続

･

幻
影
城
』
の
「
類
別
ト
リ
ッ
ク
集
成
」
な
ど
は
、

ミ
ス
テ
リ
ー
に
関
心
を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
今
も

必
読
の
文
献
で
あ
り
、
不
朽
の
名
著
と
な
っ
て
い

る
。
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
る
中な
か

村む
ら

秀ひ
で

之ゆ
き

（
現
代
心
理
学
部
教
授
）
は
十
周

年
に
当
た
り
、
将
来
構
想
と
し
て
「
対
象
も
乱
歩

や
近
現
代
の
み

に
と
ど
ま
ら

ず
、
時
代
と
ジ

ャ
ン
ル
を
超
え

た
幅
広
い
大
衆

文
化
研
究
に
結

実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
要
請
さ

れ
る
」
と
語
っ

て
い
る
が
、
旧

乱
歩
邸
を
拠
点

と
す
る
同
セ
ン

タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
「
乱
歩
博
物
館
」
的
な
魅
力

を
大
い
に
発
揮
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

土蔵（内観）（※）

�写真提供：（※）立教大学江戸川乱歩記念大衆文化研究センター　（※2）平井憲太郎氏

第
二
回

評
論･

研
究
者
と
し
て
も

傑
出
し
て
い
た
乱
歩

ミ
ス
テ
リ
ー

豊
島
区
と
全４回

女性にやさしいまち としま
　豊島区は23区で唯一「消滅可能性都市」と発
表されたのを受け、女性たちの声を区政に反映し、
もっと素敵な豊島にしようと平成26年6月、「と
しまF1会議」を立ち上げ、具体的な施策案を検
討してきました。その記録として座長を務めた立
教大学社会学部 21世紀社会デザイン研究科の萩
原なつ子教授の編・著『としまF1会議〜消滅可
能性都市270日の挑戦』（生産性出版　2016年）
が発売されました。

　また、今年4月豊島区は、「女性にやさしいまち
づくり」を戦略的に推進し、ブランドイメージと
して定着化を図るため、女性にやさしいまちづく
り担当課長として宮田麻子課長を民間から登用し
ました。課長は、「これまでの広報・マーケティン
グの経験を地元である豊島区や人々の暮らしに役
立てたい。働く女性、子育て世代の暮らしや働き

方など多角的な施策を展開・発信していきたい。」
と語っています。
　女性をキーワードとした施策の最初の取組
として、ツクモル by Toshimaというプロジェ
クトが始動しました。プロジェクトのコンセプ
トは、わたしの「つくる」が、あなたを「まもる」。
その第一弾として8月23日(火)に、「親子で参
加！防災ワークショップ（以下WS）〜」を開
催しました。WSは、女性クリエーターの皆さ
んと女性やこどもの目線に立った防災グッズ
を制作して、防災をより身近なものにしていこ
うというもの。当日は、身につけたくなるよう
な防災お守り袋作りと防災ミニ講座が行われました。
　近年自然災害が続く日本列島。防災意識にも女性の視線が重要という
のは鉄則です。雑誌オレンジページ9月号でも、女性目線の防災グッズ
特集が組まれました。
　そして、豊島区の次のキーワードは「イクボス」です。女性・男性関
係なく子育て世代を理解するボス（経営者や上司）がいてくれたら心強
いですね。9月29日（木）、区長をはじめ、区内企業・団体トップが一堂
に会し、イクボス宣言をしました。宮田麻子課長

機関誌「大衆文化」（※）

『探偵小説四十年��覆刻』（沖積舎）に
掲載された写真（※2）

権
田
萬
治
（
ご
ん
だ
ま
ん
じ
）

文
芸
評
論
家
。
元
専
修
大
学
文
学
部
教
授
、

前
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
館
長
。
推
理
作

家
協
会
賞
を
受
賞
し
た
『
日
本
探
偵
作
家
論
』

ほ
か
著
書
多
数
。
近
著
に
『
謎
と
恐
怖
の
楽

園
で　

ミ
ス
テ
リ
ー
批
評
55
年
』
が
あ
る
。

防災お守り袋
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

豊 島 区 立 図 書 館 の 開 館 日 及 び 開 館 時 間
館　名 開館日及び時間 休 館 日 10月～12月の休館日

中 央 図 書 館 平　日  午前10時 ～ 午後10時
土・日曜日、祝日  午前10時 ～ 午後 6 時

第2月曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日
10月10日・28日／11月14日・25日
12月12日・23日・29日〜1月4日

駒 込 図 書 館
平　日  午前 9 時 ～ 午後 8 時

土・日曜日、祝日  午前 9 時 ～ 午後 6 時
※ 平日は、午前8時から資料の返却と、 

予約資料の受取ができます。

第1火曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日 10月4日・28日
11月1日・25日
12月6日・23日・29日〜1月4日

上池袋図書館 平　日  午前 9 時 ～ 午後 8 時
土・日曜日、祝日  午前 9 時 ～ 午後 6 時

第1火曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日

巣 鴨 図 書 館

平　日  午前 9 時 ～ 午後 7 時
土・日曜日、祝日  午前 9 時 ～ 午後 6 時

第1月曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日
10月3日・28日／11月7日・25日
12月5日・23日・29日〜1月4日

池 袋 図 書 館 毎週月曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日

10月3日・10日・17日・24日・28日・31日
11月7日・14日・21日・25日・28日
12月5日・12日・19日・23日・26日・29日〜1月4日目 白 図 書 館

千 早 図 書 館
毎週火曜日  第4金曜日  

12月29日～1月4日

10月4日・11日・18日・25日・28日
11月1日・8日・15日・22日・25日・29日
12月6日・13日・20日・23日・27日・29日〜1月4日

雑司が谷図書貸出
コ ー ナ ー

平　日  午前１０時 ～ 午後 ７ 時
土・日曜日、祝日  午前１０時 ～ 午後 ５ 時

第2月曜日  最終月曜日  第4金曜日

12月29日～1月4日

10月10日・28日・31日
11月14日・25日・28日
12月12日・23日・26日・29日〜1月4日

※都合により変更になる場合があります。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上 池 袋 図 書 館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 10月 11月 12月

中央図書館 
児童コーナー 
(※印は会議室)

日曜日 
午後2時

最終日曜日 
午前11時 

(12月は11日)

★2日・おはなしこうさく会 午後2時 
★23日・文字活字文化の日スペシャル 午後2時 
　絵本の読み聞かせなど

★6日・おはなしこうさく会　午後2時 
★19日・豊島岡女子学園 読み聞かせボランティア 
　おはなし会　午後2時
★27日・ボランティアによるおはなし会 (虹のポケット) 
　午後2時

★11日・0・1・2 冬のスペシャルおはなし会　午後2時※ 
★18日・冬のスペシャルおはなし会　午後2時※
　絵本の読み聞かせなど

駒込図書館 
(地域文化創造館)

土曜日 
午後3時

第1水曜日 
午前11時

★22日・おはなしのはこ 文字活字文化の日スペシャル 
　午後3時　スライドの上映、絵本の読み聞かせなど 
★27 〜29日・ぬいぐるみお泊り会 （要申込10/15 〜）

●19日・イクメンパパのための読み聞かせ講座 
　午後1時30分〜2時30分 （要申込11/1 〜）

★17日・おはなしのはこ クリスマススペシャル 
　午後3時　絵本の読み聞かせ、手遊びなど

巣鴨図書館 
地下会議室

水曜日 
午後3時30分

第3火曜日 
午前11時

★5日・ほんのじかんこうさくかい 午後3時30分 
★19日・ほんのじかん 文字活字文化の日スペシャル 
　 午後3時30分 絵本・紙芝居の読み聞かせ、手遊びなど

★9日・ほんのじかん スライド　午後3時30分 ★20日・おはなしぴよぴよ 冬のお楽しみスペシャル
　午前11時 
★21日・ほんのじかん 冬のお楽しみスペシャル
　午後3時30分　絵本・紙芝居の読み聞かせ、手遊びなど

上池袋図書館 
おはなしのへや 
(※印は地下ホール)

水曜日 
午後3時

最終水曜日 
午前11時※

★10 〜16日・鉄道版 図書館タンテイ・ミニ 
　午前10時〜午後4時30分 
●15日・鉄道フェスティバル映画会 午前10時〜12時※

●13日・イクメンパパのための読み聞かせ講座 
　午前10時30分〜12時※ （要申込10/1 〜）
　参加者のための託児を若干名受付いたします。

★21日・さくらんぼおはなし会　クリスマススペシャル
　午後3時　絵本の読み聞かせ、手遊びなど

池袋図書館 
ワークルーム 
(※印は池袋第三

区民集会室)

土曜日 
午後2時30分 
(12/31お休み)

第1水曜日 
午前11時

★15日・おはなしたんぽぽ 文字活字文化の日スペシャル
　 午後2時30分　絵本・紙芝居の読み聞かせなど 
★22日・たんぽぽえいがかい 午後2時30分 
　「こぎつねのおくりもの」（30分）

★3日・作ってみよう、ポップアップカード
　（対象：中学生以上）　午後2時〜4時 
★26日・たんぽぽえいがかい　午後2時30分 
　「かさこ地ぞう」(13分)

★24日・たんぽぽクリスマスかい 午後2時30分 
　絵本・ビッグブックの読み聞かせ、パネルシアターなど

目白図書館 
地下区民集会室

水曜日 
午後3時

第1水曜日 
午後2時

★26日・あいうえおはなしかい 
　文字活字文化の日スペシャル　午後3時 
　絵本・紙芝居の読み聞かせなど

★30日・かきくけこうさくかい　午後3時 ★14日・あいうえおはなしかい  
　クリスマススペシャルおはなしかい　午後3時 
　絵本・紙芝居の読み聞かせなど

千早図書館 
視聴覚室

水曜日 
午後3時30分

水曜日 
午前10時30分

★12日・ほんとこおはなしかい 
　文字活字文化の日スペシャル　午後3時30分 
　絵本・紙芝居の読み聞かせなど 
●30 〜31日・大人の社会科見学 
　図書館バックヤードツアー （要申込10/1 〜）

★9日・ほんとこ工作会　午後3時30分 ★14日・ほんとこおはなしかい 
　スペシャルクリスマス会　午後3時30分 
　絵本・紙芝居の読み聞かせなど

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

◯ 千 早 図 書 館 友 の 会 主 催 ◯
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◆10月例会　演奏会「バイオリンとチェロの世界」
日　時　平成28年10月29日（土）
　　　　午後2時〜4時（開場：1時30分）
演　奏　佐藤 美代子 氏、三好 明子 氏、大石 修 氏
曲　目　貴志康一「月」、ヴィオッティ「弦楽三重奏曲」  他
定　員　50名（先着順）　※小学生以上

◆11月例会　落語会
日　時　平成28年11月19日（土）
　　　　午前10時〜12時（開場：9時30分）
出　演　三遊亭 窓輝 師匠
内　容　毎年恒例の落語会（第6回）
定　員　50名（先着順）

◆12月例会　講演会　「戦時下を生きて」
日　時　平成28年12月3日（土）
　　　　午後2時〜4時（開場：1時30分）
朗　読　「グループ風の交叉点」のメンバー
内　容　 女性史「風の交叉点」１・２集より、戦時下

を生きぬいた女性たちについて語る
定　員　50名（先着順）

会場 千早図書館　２階　視聴覚室
問い合わせ 千早図書館友の会
　　　　　千早図書館　☎３９５５－８３６１編集後記

読者の方から訂正のご指摘をいただき
ました。お詫び申し上げるとともに、
細かいところまで読んでいただけてい
るようで、ありがたい気持ちになりま
した。� （髙松）

特別講演会・地域ゼミナール
申込  電話・FAX・メール・直接来館
問い合わせ  中央図書館企画調整グループ
☎3983－7861、FAX 3983－9904
メール　A0027900＠city.toshima.lg.jp

１０月２７日は文字・活字文化の日
～図書館おはなし会のご案内～　

　知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実現を目指し
て、平成１７年７月に文字・活字文化振興法が制定されました。
それに伴い、10月27日を“文字・活字文化の日”と定め、文
字・活字文化についての関心と理解を広く深めるための様々な
取組みが行なわれています。区内各図書館では、子ども達に向
けてスペシャルおはなし会を行ないます。詳細は各図書館へお
問い合わせください。

『目白とトキワ荘とマンガ家
� ～いまさら聞けない、トキワ荘あれこれ～』
 
　豊島区が誇るマンガの聖地トキワ荘のお話。作家の
実像、目白地域との関わり、関連オススメ作品等、貴
重な話が飛び出します。
日時　平成28年11月13日（日）　午後2時〜（90分）
会場　目白第一区民集会室（目白図書館地下）
講師　吉田 孝 氏（トキワ荘のマンガに造詣の深い方）
定員　30名（10月11日より受付）無料
申込　電話または目白図書館カウンターにて受付
電話　目白図書館　3950-7121

特別講演会

「宮沢賢治、明日を開くことば」
 
☆第一部☆講演会�(1時間30分)
☆第二部☆チェロアンサンブルコンサート(30分)

　今年生誕120年の宮沢賢治の
最大の魅力である想像力につい
て、講師にお話しいただきます。
第二部は東京音楽大学の学生に
よるチェロコンサートをお楽し
みください。

講師　宮川 健郎（みやかわ たけお） 氏
　　　　　(武蔵野大学文学部教授、児童文学研究者)
日時　平成28年11月19日(土) 午後2時〜4時
会場　 あうるすぽっと会議室B
定員　 先着100名(10月11日午前10時より受付)無料
その他　手話通訳あり、保育あり(先着5名まで)

地域研究ゼミナール

「池袋モンパルナス
� ～芸術家たちが生きた街～」(全2回)
 
　池袋モンパルナスで活躍した画家の生き様やアトリ
エ村周辺の様子などを芸術家たちと身近に接していた
方々にお話ししていただき、生活者の視点から旧長崎
地域を検証していきます。

第1回　「映像で復活する池袋モンパルナス」
第2回　「アトリエとまちのくらし」
日時　11月26日(土) 、12月3日(土) 午後2時〜4時
会場　あうるすぽっと会議室B
定員　先着60名(10月21日午前10時より受付)
参加費　500円（初回にいただきます）

お詫びと訂正
40 号 1 頁「古い本、新しい話７」と 41 号 4 頁「巣鴨キネマ」で
以下の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
40号　　正　『楽しい終末』　　誤　『楽しい週末』
41号　　正　三浦友和　　　　誤　三浦友一


